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要旨 

1．研究目的 

日本語の所有表現には「Ｘ（に)はＹがアル」と「ＸがＹをモツ(モッテイル)」の両形

式がある。英語の「Ｘ HAVE Ｙ」、中国語の「Ｘ有Ｙ」、に対し日本語の所有表現には上記

の両形式があるため、中国語母語話者の学習者にとって、その使い分けは非常に困難であ

る。 

 日本語の教科書では、初級の場合、「Ｘ(に)はＹがアル」のみを教えるのが主流である。

学習者がこの表現形式を繰り返し学習することにより、文型として身につけてしまった結

果、「Ｘ(に)はＹがアル」形式を使うには相応しくない場合にも使ってしまうことがある。

日本語の所有表現「ＸはＹがアル」、「ＸにはＹがアル」、「ＸがＹを持ツ」はどのよう

に使い分けられているか、研究することにした。 

所有表現の中でも、ヒト名詞を所有者とし、具体物を所有物とする場合を対象とした。 

2．研究方法 

①日本語の小説を資料に用いる。『新潮文庫の 100 冊 CD-ROM 版』および青空文庫に収録さ

れている 34 編の小説からの例文を集め、データとする。 

②日本語母語話者 115 名を対象としたアンケートにより 3 種の所有表現の形式「ＸはＹが

アル」、「ＸにはＹがアル」、「ＸがＹを持ツ」に感じる自然度について調査する。 

③集めた例文とアンケート調査の結果を分析し、日本語の所有表現に関する先行研究の当

否を検証し、3 種の所有表現の用法を明らかにする。 

④現在日本語教育の現場で使われている教科書における所有表現の問題点について論ずる。 

3．結論 

① 所有物がヒト名詞の場合、「所有者(ニ)ハ所有物ガアル」、「所有者(ニ)ハ所有物ガイル」

の両形式が可能である。ただし、「いる」を用いた場合は存在意識の強い表現となり、「あ

る」用いた場合は所有・所持意識の強い表現となる。 

② アル所有文の所有物は「人間関係」類および「資本・金銭・財産類」が多い。一方、

持ツ所有文は「物品」類および「資本・金銭・財産類」が多い。 

③ 持ツ所有文は限定性の高い修飾句を伴うことにより所有物の特立性を高められ、自然

さが増す場合がある。 

④ 所有文が連体修飾句として用いられる場合、「―ガ」を避け、「―ヲ持ツ」を使用する

ことが多い。特に、子、夫、妻を所有物とする持ツ所有文は、所有者を表す名詞に対

する連体修飾の形で使用されることが多い。 

4．日本語教育への提言 

本研究の結果を踏まえ、日本語教育における所有表現の指導方法に関し、以下のことを

提言する。初級の段階では、アル所有文の所有物は「人間関係」類および「資本・金銭・

財産類」を中心に導入し、中級段階で、所有物に「物品」類を加える。その際、修飾句を

伴った形で導入する。また、持ツ所有文の場合、所有物を「物品」類および「資本・金銭・

財産類」に限定することにより、学習者の使用における混乱が回避できるのではないかと

思われる。 

5．今後の課題 

 今後、アンケート調査、コーパス調査ともに十分な量のデータを集め、調査の幅を広げ



るとともに、研究の質を高めることを心掛けたい。 
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